














































要約

　近年活発化の動きを見せている思春期の少女たちの性行動と、彼女たちをターゲットと

しているマスメディアにおける性情報との関係性を、リプロダクティブヘルスの視点から

捉え直し、少女向け雑誌の内容分析を中心に、その国際比較および時系列比較、ならびに

フォーカス・グループ・インタビューを通して、既存の雑誌における性情報の偏りを明ら

かにし、少女たちの身体的・精神的健康の向上に貢献するような情報発信の可能性を検討

した。

　分析の結果、性情報を売り物にする少女誌は 1980 年代初頭より存在しており、当時に

比べて性情報の量や内容の露骨さに大きな変化は見られないことから、近年の少女たちの

性行動の活発化が直接少女誌の性情報によってもたらされたとは考えにくいと結論された。

但し、目につく質的な変化として、性情報の発信主体が読者自身に移ってきていること、

さらに読者投稿の内容のポルノ化が進んでいることの 2点が挙げられた。また、アメリカ

における少女誌との比較では、日本の少女誌の性情報は男性ポルノ誌のコピー的な情報に

偏っており、性的自己決定権や避妊・性病予防などの自己身体管理にかかわる情報が大き

く不足していることが明らかになった。

　一方、グループ・インタビューでは、少女たちが日常的に成人男性による性的誘惑にさ

らされている実態が明らかになり、93 年以降の大人向けの雑誌における「女子高生」を

キーワードとした記事件数の爆発的な増加を考えても、「女子高生」を商品化するメディ

アの情報が成人男性の少女たちに対する態度に及ぼす影響の方が懸念される。こうした社

会環境の変化に対応するために、少女たちに積極的にリプロダクティブヘルス/ライツに

関する対抗情報を与えて、巷に氾濫している性情報に対する批判的な視座を育成していく

ことを提言したい。


